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特定非営利活動法人全国骨髄バンク推進連絡協議会は、国税庁から「認定NPO法人」として認可されています。

◆日本骨髄バンクの現状（2014年1月末現在）
	 12月	 1月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 3,273	 2,562	 442,211	 603,610
患者登録者数	 234	 294	 2,417	 40,849
移　植　例　数	 92	 120	 —	 16,529

■1月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 980人、献血併行型集団登録会／ 1,496
人、集団登録会／ 15人、その他／ 71人 

■1月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10代　3,012人／ 20代　72,332人／ 30代　150,821人／ 40代　171,850人／ 50
代　44,196人

■1月の20歳未満の登録者209人

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
2012年7月より集計方法が変わりました。
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神
奈
川
県
の
ド
ナ
ー
登
録
受
付

数
は
、
献
血
ル
ー
ム
常
設
窓
口
が

３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

減
少
傾
向
に
あ
っ
て
昨
年
は
５
年

前
と
比
較
す
る
と
４
割
減
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

か
ね
て
か
ら
神
奈
川
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
は
、
献
血
ル
ー
ム

に
出
向
く
献
血
希
望
者
は
意
識
が

高
く
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い
る
人

が
多
い
の
で
、
ル
ー
ム
で
の
登
録

呼
び
か
け
は
成
果
が
見
込
め
な
い

と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
緊
急
雇
用
基
金
に
よ
る
献

血
ル
ー
ム
の
説
明
員
配
置
が
埼
玉

県
で
著
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
施
設
面

積
の
広
い
ル
ー
ム
２
カ
所
に
限
り
、

月
１
回
神
奈
川
の
会
の
説
明
員
を

置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
期
に
神
奈
川
県
骨
髄
・
さ

い
帯
血
移
植
推
進
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
緊
急
雇
用
基
金
に
よ
る
ド

ナ
ー
登
録
推
進
が
で
き
な
い
か
と

い
う
提
案
に
対
し
、
委
員
か
ら
強

力
な
後
押
し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ら
が
追
い
風
と
な
り
、
昨
年
７

月
半
ば
に
神
奈
川
の
会
を
委
託
団

体
と
す
る
緊
急
雇
用
基
金
事
業
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

県
は
、
献
血
ル
ー
ム
２
カ
所
に

お
け
る
神
奈
川
の
会
の
説
明
員
配

置
を
視
察
し
た
上
で
、
雇
用
期
間

は
昨
年
９
月
１
日
〜
今
年
２
月
28

日
、
雇
用
人
数
は
川
崎
ル
フ
ロ
ン

３
名
、
横
浜
駅
東
口
ク
ロ
ス
ポ
ー

ト
３
名
（
１
名
は
ル
ー
ム
外
で
の

呼
び
か
け
）、就
業
は
週
５
日
ル
ー

ム
開
所
時
間
中
と
い
う
事
業
概
要

を
提
示
し
て
き
ま
し
た
。
県
内
に

は
献
血
ル
ー
ム
が
8
カ
所
あ
り
、

説
明
員
を
分
散
し
て
全
て
に
配
置

し
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
ス

ペ
ー
ス
の
問
題
な
ど
か
ら
難
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

両
ル
ー
ム
と
も
献
血
受
付
に

個
々
の
や
り
方
が
あ
り
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
そ
れ
に
沿
っ
て
定
め
ま
し

た
。
勤
務
日
は
、
献
血
受
付
の
多

い
日
曜
は
混
乱
の
可
能
性
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
火
〜
土
曜
日
と
し

ま
し
た
。
献
血
受
付
前
に
呼
び
か

け
ま
す
が
、
献
血
が
済
ん
で
か
ら

説
明
を
受
け
に
く
る
パ
タ
ー
ン
が

多
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
、
無
理

を
せ
ず
長
い
ス
パ
ン
で
登
録
数
を

伸
ば
せ
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
即
時
受
付
に
結

び
つ
か
な
い
説
明
件
数
は
受
付
の

３
倍
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。
献

血
ル
ー
ム
で
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
、
声
を

か
け
て
も
ら
っ
て
き
っ
か
け
が
で

き
た
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

ル
ー
ム
で
の
登
録
案
内
は
潜
在
的

な
登
録
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
に

な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

雇
用
し
た
説
明
員
は
骨
髄
バ
ン

ク
活
動
に
は
関
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
呼
び
か
け
、
説

明
、
専
門
的
知
識
取
得
と
、
ス
キ

ル
を
上
げ
な
が
ら
、
献
血
ル
ー
ム

ス
タ
ッ
フ
と
意
思
の
疎
通
を
図
っ

て
改
善
案
を
提
示
す
る
な
ど
熱
心

に
励
ん
で
く
れ
た
の
が
、
成
果
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
の
１
つ
だ
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
献
血
ル
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
も
忙
し
い
業
務
の
中
、
惜

し
ま
ず
協
力
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ド
ナ
ー
登
録
の
急
増
に
直
結

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
の
実
績
と
課
題

　

国
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
自
治
体
が
活
用
し
て
の
「
ド
ナ
ー
登
録
」
が
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と

は
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
３
年
に
富
山
、
茨
城
に
導
入
さ

れ
て
以
降
、
福
島
、
沖
縄
、
埼
玉
、
群
馬
、
徳
島
、
神
奈
川
と
相
次
い
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
新

の
神
奈
川
を
中
心
に
、
改
め
て
実
績
と
課
題
を
振
り
返
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
顕
著
な
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
方
策
を
全
国
の
自
治
体
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
対
策
事
業
と
は
別
の

ド
ナ
ー
登
録
拡
大
策
が
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
骨
髄
バ
ン
ク
・
日
本
赤
十
字
社
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

別
表
の
と
お
り
、
こ
の
5
カ
月

で
献
血
ル
ー
ム
で
の
受
付
数
が
前

年
度
１
年
間
の
実
績
を
超
し
た
こ

と
か
ら
、
県
か
ら
２
月
ま
で
の
雇

用
を
３
月
ま
で
延
長
で
き
な
い
か

と
い
う
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
神

奈
川
の
会
で
は
血
液
セ
ン
タ
ー
、

献
血
ル
ー
ム
、
雇
用
者
と
協
議
の

上
、
延
長
を
決
め
ま
し
た
。

�

（
阿
部
公
子
）

　　

埼
玉
連
絡
会
は
、
埼
玉
県
の
委

託
を
受
け
て
２
０
１
０
年
度
か
ら

３
年
間
、
県
内
の
各
献
血
ル
ー
ム

に
１
名
ず
つ
登
録
説
明
員
を
配
置

し
（
平
日
の
み
）、
ド
ナ
ー
登
録

の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

説
明
員
を
配
置
す
る
こ
と
の
有

効
性
は
、
３
年
間
で
1
万
２
７
０

０
名
を
超
え
る
ド
ナ
ー
登
録
が
実

現
し
た
こ
と
や
、
別
表
の
と
お
り
、

配
置
の
な
い
月
（
４
、５
月
）
の

1
ル
ー
ム
当
た
り
の
月
平
均
登
録

者
数
が
５
・
４
名
だ
っ
た
の
に
対

し
、
配
置
し
た
６
月
以
降
の
そ
れ

　「京都」と見聞きするだけで、つい「オッ」と反
応してしまうのは、日本人のほぼ全員が修学旅行
などで一度は必ず訪れているゆえでしょうか。こ
んなジョークもあります。
　「京都で『戦後』言うたら、そりゃ、応仁の乱の
後のことどす」
　なるほど、普通「戦後」といえば、太平洋戦争
が終結した1945年以後を指すわけですが、さすが
京都、応仁元年（1467）から10年に及ぶ戦乱によっ
て灰燼に帰した後の600年間が戦後というわけで
すか。スケールがヒトケタ違います。さらに京都
人は続けます。「応仁の乱で焼け残ったのは、釈迦
堂と醍醐寺だけ」
　その貴重な醍醐寺は、1994年に世界遺産に登録
されましたが、今年の「全国ボランティアの集い」
はその境内で行われます。昨年７月に全国協議会
会長に就任したのが、醍醐寺の仲田順和第103世座
主ですから、仲田会長からの「是非うちで」とい
うお誘いを受け、関係者一同「それでは」と迷う
ことなく決した次第です。
　醍醐寺の境内は広大ですが、「集い」は国宝の唐
門に近い霊宝館内の「平成館」が会場となります。
実はここには国宝の薬師三尊像などが展示されて
おり、仏像や屏風などの重文に囲まれての画期的
なイベントになりそうです。醍醐寺には国宝の五
重塔（951年建立＝京都府最古の木造建造物）など、
文書も含めると国宝6万9000点、重要文化財6500
点に及ぶ寺宝があります。「集い」に参加する全国
の骨髄バンクボランティアには「何らかの特典」
が用意されるかもしれません。
　「集い」は６月21日（土）、全国協議会の総会は
翌22日（日）を予定しており、プログラムの詳細
は実行委員会で煮詰めているところですが、ふだ
んは足を延ばすことのあまりないであろう醍醐寺
を堪能できる絶好の機会ともなります。100人分の
ホテルも確保しました。全国からの参加をお待ち
しながら、６月まで「醍醐寺情報」をお伝えします。

ボランティアの集いin醍醐寺　①

国宝・重文の横で画期的イベント

月別ドナー登録者数
埼玉 神奈川

12年度 12年度 13年度
4月 34 45 53
5月 53 60 74
6月 380 55 63
7月 707 89 45
8月 561 46 39
9月 515 57 188
10月 511 114 257
11月 386 61 189
12月 355 57 229
1月 382 57 256
2月 418 51 -
3月 408 61 -
計 4710 753 1393

注：数値は両県それぞれの合計ながら、説明
員配置ルーム数は埼玉（6月～）8カ所、神
奈川（13年9月～ 14年1月）2カ所

が
57
・８
名
と
、10
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
と

お
り
で
す
。

　

献
血
ル
ー
ム
で
は
、
献
血
リ

ピ
ー
タ
ー（
特
に
成
分
献
血
の
方
）

が
多
い
た
め
、
既
に
ド
ナ
ー
登
録

し
て
い
る
方
や
説
明
を
聞
い
て
い

る
方
が
年
々
増
加
し
ま
す
。
し
か

し
、
登
録
説
明
員
か
ら
は
、
初
め

て
の
方
か
ど
う
か
の
区
別
が
つ
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
同
じ
方
に

何
度
も
声
か
け
を
し
て
し
ま
い
、

気
分
を
害
さ
れ
る
方
も
現
れ
ま
す

し
、
効
率
も
悪
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
献
血
カ
ー
ド
に

ド
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
の
印
字
が
あ

れ
ば
解
決
し
ま
す
。
献
血
と
骨
髄

ド
ナ
ー
の
両
方
の
デ
ー
タ
を
所
有

す
る
日
本
赤
十
字
社
が
、
新
法
に

基
づ
き
４
月
か
ら
そ
れ
を
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
笠
原
慶
一
）

　　　 1月21日〜2月20日（敬称略） 

株式会社エアネット	 現金� 191,000円
徳島藍ライオンズクラブ	 現金� 3,226円
飛田 行康	 現金� 5,000円
塩谷 泰人	 現金� 1,000円
匿名	 現金� 5,000円
●白血病患者支援基金
コスモ石油労働組合	 現金� 34,244円
㈱函館国際ホテル	 現金� 7,330円
倉敷中央病院	 現金� 4,008円

「パパス＆ママス」	 現金� 5,512円
末松君を応援する会	 現金� 500,000円
●さとうきち子患者支援基金
倉敷中央病院	 現金� 9,271円
●志村大輔基金
庄子 賢也	 現金� 10,000円
後藤 晃夫	 現金� 30,000円
簗瀬 知雅子	 現金� 5,000円
高橋 昌子	 現金� 10,000円
●こうのとりマリーン基金
岡田 千恵子	 現金� 3,000円
瀬戸 めぐみ	 現金� 2,000円
細井 裕樹	 現金� 30,000円
がんと生殖に関するシンポジウム2014募金箱
	 現金� 81,124円

心からのご寄付に 
感謝申し上げます 

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

１
月
19
日　

全
国
協
議
会
事
務
所

〈
報
告
事
項
〉

●
箱
根
駅
伝
で
の
普
及
広
報
活
動

●
デ
ル
タ
航
空
か
ら
の
マ
イ
レ
ー

ジ
説
明

●
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
作
成

●
新
法
施
行
に
伴
う
基
本
方
針
、

施
行
規
則
、
省
令
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
配
布

〈
審
議
事
項
〉

●
患
者
社
会
復
帰
事
業

〈
検
討
事
項
〉

●
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
白
血
病

治
療
に
関
す
る
調
査

●
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
閉
鎖

●
造
血
細
胞
移
植
学
会
で
の
活
動

〈
今
後
の
予
定
〉

３
月
16
日　

第
1
2
6
回
理
事
会

第
125
回
理
事
会
報
告

　

神
奈
川
県

　

埼
玉
県

骨髄バンクの最新情報をお知らせする
�───────────── 骨髄バンクNOW
●今年度説明員研修会開始
　１月19日の東京会場から3月16日の名古屋会場まで、全国8カ所で実施されていま
す。今回の研修会のメーンテーマは「若年層へのドナーリクルート推進」です。年齢
超過によるドナー登録取り消し者数は年々増加する一方で、2017年には年間1万人を
超えると予想されています。登録者数を維持・増加させるには、長期間のドナー登録
が可能な若年層へのリクルートが重要な課題です。

《財団マンスリー JMDP（2月14日発行）より抜粋》

ドナー登録希望者への説明

霊宝館の外観

「集い」の会場となる平成館（奥に薬師三尊像）

登録への呼びかけにも熱
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2
月
2
日
（
日
）、
東
京
・
千

代
田
区
の
ベ
ル
サ
ー
ル
飯
田
橋
駅

前
ホ
ー
ル
で
「
が
ん
と
生
殖
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
4
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

「
血
液
疾
患
患
者
さ
ん
の
妊
孕（
に

ん
よ
う
）
性
温
存
対
策
の
こ
れ
か

ら
を
考
え
る
」
で
あ
り
、
昨
年
11

月
末
に
全
国
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
「
こ
う
の
と
り
マ
リ
ー
ン

基
金
」
や
、
同
じ
く
昨
年
1
月
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
志
村
大
輔
基

金
」
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

血
液
疾
患
の
治
療
に
は
、
生
殖

機
能
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、放

射
線
照
射
と
薬
剤
の
副
作
用
で
す
。

　

そ
れ
に
対
す
る
妊
孕
性
温
存
の

た
め
の
現
在
の
主
な
施
策
は
2
つ
。

１
つ
は
放
射
線
照
射
時
の
生
殖
巣

遮
蔽
で
あ
り
、
も
う
1
つ
は
精
子

･
卵
子
凍
結
保
存
で
す
。
た
だ
し
、

も
ち
ろ
ん
ど
ち
ら
も
万
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
前
者
は
、
薬
剤
か
ら

の
ダ
メ
ー
ジ
に
は
無
力
で
あ
り
、

か
つ
再
発
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可
能

性
が
否
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
後

者
は
、
治
療
・
移
植
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
月
経
周
期
、
小
児
患
者
へ
の

不
適
応
な
ど
か
ら
、
保
存
の
機
会

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い

は
保
存
で
き
た
と
し
て
も
数
や
質

で
十
全
で
は
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
も
多
い
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
は
、
ま
だ
研
究
途

上
の
段
階
で
す
が
、
卵
巣
凍
結
保

存
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
卵
子
凍

結
保
存
と
似
て
い
ま
す
が
、
月
経

周
期
や
小
児
患
者
へ
の
不
適
応
問

題
か
ら
解
放
さ
れ
、
治
療
・
移
植

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
問
題
も

改
善
さ
れ
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
病
変
細
胞
を
再

移
植
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
再
発

リ
ス
ク
の
増
加
は
否
定
し
き
れ
ま

せ
ん
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
パ
パ
･
マ
マ
に

な
り
た
い
」。
治
癒
後
の
人
生
の

質
に
関
す
る
問
題
は
、
白
血
病
な

ど
の
原
疾
患
の
治
療
成
績
の
向
上

に
よ
り
顕
在
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

医
療
も
そ
れ
に
応
え
る
形
で
発
展

し
つ
つ
あ
る
と
い
う
側
面
も
、
私

は
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
治
療
に
直
接
関
わ
る

医
療
者
で
は
な
い
の
で
、
医
療
面

で
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

冒
頭
に
挙
げ
た
２
つ
の
基
金
な
ど

を
通
し
て
、
経
済
的
な
支
援
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
現
に
、
費

用
に
関
す
る
問
題
で
、
卵
子
保
存

等
の
治
療
を
諦
め
る
人
は
多
い
と

聞
き
ま
す
。
血
液
疾
患
患
者
の
妊

孕
性
温
存
医
療
の
勉
強
を
す
る
と

共
に
、
こ
の
よ
う
な
治
療
の
存
在

と
基
金
の
存
在
の
さ
ら
な
る
周
知

の
必
要
性
を
感
じ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
し
た
。�

（
野
平
晋
作
）

　

東
京
・
中
野
区
立
中
野
中
学
で

は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一

環
と
し
て
、
２
年
生
が
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
社
会
貢
献
活
動
調
査
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
１
月

24
日
、
生
徒
5
人
が
全
国
協
議
会

事
務
局
を
訪
れ
ま
し
た
。
中
島
事

務
局
長
が
、
骨
髄
バ
ン
ク
や
さ
い

　

福
島
県

骨
髄
バ
ン

ク
推
進
連

絡
協
議
会

の
吉
田
で

す
。

　

私
が
骨

髄
バ
ン
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
の
は
、
自
分
の
骨
髄
液
を
患

者
さ
ん
に
お
す
そ
わ
け
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
な
の

で
、
既
に
十
ン
年
の
月
日
が
流
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
を
と
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
月
日
の
中
、
毎
年
骨
髄

　

九
州
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

を
2
月
16
日
（
日
）
に
福
岡
市
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
造
血
幹
細
胞

移
植
推
進
法
（
新
法
）
が
施
行
さ

れ
た
中
で
、
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、

現
状
の
課
題
は
何
か
な
ど
を
全
国

協
議
会
の
野
村
理
事
長
か
ら
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

野
村
理
事
長
は
、
ま
ず
「
新
法

に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割

は
不
明
瞭
な
記
載
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
ド
ナ
ー
登
録
44
万
人
の
原

動
力
で
あ
る
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

基
金
通
じ
て
経
済
支
援
へ

が
ん
と
生
殖
に
関
す
る
シ
ン
ポ
２
０
１
４

　HLA（ヒト白血球型抗原）はいわゆる白血球の血液型
であり、自分と他人を認識する目印となります。HLAはA、
B、C、DR座などをはじめとして数十種類以上の型があり、
それぞれの型がさらに数十種類に分かれていて、その組み
合わせは数万通りとなります。
　移植においてはドナーと患者の間で、このHLAを一致
させることが条件です。つまりHLAが異なれば患者の細
胞がドナー細胞を攻撃して生着不全をおこし（拒絶反応）、
ドナー細胞が患者を攻撃して患者の皮膚や消化管の臓器が
障害されるのです（GVHD＝移植片対宿主病）。
　HLAのどの型をどれだけ合わせると移植の結果がどう
違うかという研究結果が明らかになるにつれて、移植の安
全性が高まってきていますが、その研究はいまだ更新を続
けています。現在日本では通常A、B、C、DRの4座一対
で計8個の型を見ていますが、最近では海外において6座
一対の12個の型を合わせることで安全性を高めるための
試みもされてきています。
　さい帯血は移植のための条件が比較的緩く、A、B、DR
の3座一対の6個の型のうち4つ合えば移植が可能とされて
きました。しかし、そもそも他の移植と比べて生着不全や
特定の合併症が多いといわれているさい帯血移植において
それで十分なのかどうかということは、本当のところはま
だ分かっていない部分も多いのです。次回はそのさい帯血
移植におけるHLAについての話をします。

医療現場からの

最新情報

虎の門病院血液内科　石綿一哉　

HLAのおさらい

──その5

◇

　

な
お
、
２
月
か
ら
各
地
区
で
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

北
海
道
地
区
で
も
急
き
ょ
、
２
月

16
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

同
地
区
を
含
め
、
中
四
国
・
近
畿

地
区
（
２
月
22
日
）、
東
海
・
北

陸
地
区
（
３
月
８
日
）
の
報
告
を

次
号
に
、
関
東
甲
信
越
地
区
（
３

月
22
日
）
と
東
北
地
区
を
２
６
３

号
に
掲
載
の
予
定
で
す
。

　

関
西
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
ス
ク
ー
ル

発
表
会
が
大
阪
府
高
槻
現
代
劇
場

で
2
月
11
日
（
火
・
祝
）
開
催
さ

れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
全
国
協
議

会
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
募
金
を

ち
ょ
う
だ
い
し
ま
し
た
。

　

3
歳
の
子
ど
も
さ
ん
を
は
じ
め

老
若
男
女
が
、
ダ
ン
ス
・
バ
レ
エ
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
…
…
な
ど
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
発
表
会
終
了
後
の
式
典

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
ず
っ
し
り

重
い
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
受
け
取
り
、
お
礼
の
挨
拶
と
骨

髄
バ
ン
ク
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。

　

日
ご
ろ
運
動
不
足
の
私
と
し
て

は
、
軽
々
と
身
体
を
動
か
し
、
披

露
さ
れ
る
演
技
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。�

（
山
村
詔
一
郎
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

吉
田
孝
行
さ
ん
（
福
島
）
の
巻

　
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
開
催

バ
ン
ク
を
冠
に
付
け
、
新
極
真
会

三
瓶
道
場
さ
ん
が
中
心
と
な
り
東

北
空
手
道
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
で
開
催
30
回
を

数
え
た
大
会
で
、
ロ
シ
ア
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
な
ど
か
ら
も
招
待
選
手
が

出
場
す
る
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
ま
す
。

　

大
会
終
了
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

選
手
が
話
し
た
「
私
た
ち
は
原
発

事
故
が
あ
っ
て
も
頑
張
っ
て
い
る

福
島
を
応
援
し
ま
す
」
の
言
葉
に

は
、
心
か
ら
感
謝
！　

で
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
を
ベ
ー
ス
に
、

福
島
、
頑
張
り
ま
す
。

帯
血
バ
ン
ク
の
概
要
を
は
じ
め
、

全
国
協
議
会
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
あ
と
、
生
徒
か
ら
の

質
問
を
受
け
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
事
前
に
準
備
し
て
い
た
項
目
が

矢
継
ぎ
早
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

立
春
を
過
ぎ
て
か
ら
、
学
校
を

通
じ
て
感
想
文
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
「
18
歳
に
な
っ

た
ら
ド
ナ
ー
登
録
し
た
い
」
な
ど

の
思
い
も
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
学

校
内
で
の
教
育
目
標
が
し
っ
か
り

し
て
い
れ
ば
、
教
師
の
引
率
な
し

で
も
立
派
に
こ
な
せ
る
こ
と
を
証

明
し
て
見
せ
ま
し
た
。
原
稿
依
頼

に
も
二
つ
返
事
で
受
け
入
れ
て
も

ら
え
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◇

　

今
回
私
は
、
全
国
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
連
絡
協
議
会
に
行
っ
て
、
人

の
た
め
に
働
く
こ
と
が
ど
れ
だ
け

大
切
で
、
難
し
い
の
か
と
い
う
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
活
動
の
理
解
が
完

全
に
は
広
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
骨
髄
バ
ン
ク
は
患
者

の
命
に
関
わ
る
も
の
で
す
が
、
ド

ナ
ー
に
な
る
人
が
い
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
未
だ
に
理
解
を
得
ら
れ

な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
こ
の
団
体
の
経
済
的
な
問

題
に
つ
い
て
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ

る
以
上
、
一
定
の
お
金
が
入
っ
て

く
る
わ
け
で
は
な
く
募
金
と
い
う

手
段
で
お
金
を
得
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
よ
り
大
き
な

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
私
に
何
が
で
き
る
の
か
、

と
考
え
て
み
る
と
、
私
が
多
く
の

人
に
こ
の
団
体
に
つ
い
て
話
す
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
全

国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

の
活
動
に
つ
い
て
多
く
の
人
が
理

解
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
が
、

今
回
訪
ね
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お

礼
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。�

（
村
上　

奨
）

総
合
学
習
で
協
議
会
訪
問

中
学
生
か
ら
質
問
攻
め

ア
は
自
信
と
誇
り
を
持
つ
べ
き
で
、

そ
の
こ
と
は
行
政
や
事
業
関
係
者

か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
日
赤
が
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登

録
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
り
、
飛

躍
的
に
ド
ナ
ー
登
録
数
も
伸
び
る

で
あ
ろ
う
が
、
社
会
に
共
感
と
連

帯
を
広
げ
る
た
め
の
草
の
根
的
な

活
動
は
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
最
大

の
課
題
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

期
間
短
縮
に
触
れ
、
真
に
患
者

救
済
の
目
線
に
立
つ
た
め
に
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
根
本
的
な
考

え
方
（
哲
学
）
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
と
の
話
に
は
、
大
い
に
共
鳴

し
ま
し
た
。

　

2
つ
目
の
演
題
と
し
て
、
Ｈ
Ｌ

Ａ
の
研
究
に
長
く
従
事
さ
れ
、
か

つ
て
九
州
骨
髄
バ
ン
ク
を
設
立
さ

れ
た
徳
永
和
夫
さ
ん
か
ら
も
講
演

い
た
だ
き
、
現
在
の
よ
う
な
骨
髄

バ
ン
ク
が
な
い
時
代
に
地
方
で
バ

ン
ク
を
発
足
さ
れ
た
正
義
感
、
行

動
力
に
一
同
敬
服
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。�

（
辻　

枝
雄
）

　

患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
が
闘
病
す
る
た
め
の
情

報
を
集
め
た
闘
病
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
白
血
病
と
言
わ

れ
た
ら
」
は
版
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
の
総
発
行
部
数

は
５
万
部
を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
第
４
版
の

刊
行
か
ら
６
年
近
く
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、
内

容
を
充
実
し
て
改
訂
す
べ
く
第
５
版
刊
行
に
向
け
編

集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

装
い
も
新
た
に
し
た
第
５
版
は
春
の
連
休
前
に
は
、

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
必
要
と
す
る
皆
さ
ま
に
お
届

け
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
白
血
病
と
言
わ
れ
た
ら
」
の
改
訂
に
は
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
こ
れ
に
充
て
る

た
め
に
、
企
業
・
団
体
・
個
人
の
方
々
か
ら
支
援
の

ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
協
力
を
い
た
だ
け
た
方

は
巻
末
に
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
全
国
協
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
趣
意
書
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「白血病と言われたら」第5版へ
発行支援のご寄付を募集中！

今
年
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

　 

関
西
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム

　 

ス
ク
ー
ル
が
発
表
会

九
州
地
区

皮
切
り
に


